
駐
米
家
族
と
交
流

日
本
に
関
心
抱
く

　
「
す
ご
く
甘
い
で
し
ょ
」
。
自

ら
ひ
い
た
豆
で
抽
出
し
た
エ
ス
プ

レ
ッ
ソ
を
前
に
、
ウ
ェ
バ
ー
は
流

ち
ょ
う
な
日
本
語
で
誇
ら
し
げ
に

語
る
。
赤
く
完
熟
し
た
コ
ー
ヒ
ー

の
実
は
「
チ
ェ
リ
ー
」
と
称
さ
れ

る
よ
う
に
、
本
来
は
砂
糖
な
し
で

も
甘
み
が
あ
る
。
「
焙
煎
（
ば
い

せ
ん
）
や
ひ
き
・
抽
出
が
悪
い
か

ら
、
単
な
る
苦
い
飲
み
物
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　
グ
ラ
イ
ン
ド
の
精
度
が
高
く
ひ

き
残
り
が
な
い
。
工
具
不
要
で
分

解
で
き
古
い
粉
が
残
ら
な
い
。
性

能
の
高
さ
と
機
能
美
が
評
判
を
呼

び
、
２
０
１
６
年
に
ネ
ッ
ト
で
発

売
す
る
と
約

万
円
の
手
動
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
が
２
千
台
、
約

万
円

の
電
動
タ
イ
プ
は
２
０
０
台
売
れ

た
。
製
品
を
手
に
と
っ
て
見
ら
れ

る
よ
う
、
２
月
に
カ
フ
ェ
を
福
岡

市
・
薬
院
で
開
く
準
備
中
だ
。

　
１
９
８
０
年
代
後
半
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
郊
外
。
生
ま
れ
育
っ
た
街

に
は
日
本
か
ら
多
く
の
駐
在
員
家

族
が
来
て
い
た
。
一
番
仲
が
良
か

っ
た
「
田
中
く
ん
」
と
は
、
「
毎

日
コ
ロ
コ
ロ
を
読
ん
だ
り
、
ス
ー

フ
ァ
ミ
で
遊
ん
だ
り
…
…
」
。
流

ち
ょ
う
な
日
本
語
の
ゆ
え
ん
だ
。

　
バ
ブ
ル
崩
壊
と
と
も
に
親
友
一

家
は
帰
国
し
た
が
、
日
本
へ
の
関

心
は
抱
き
続
け
た
。
名
門
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
に
進
学
し
、
３
年
時

に
は
京
都
大
に
交
換
留
学
。
帰
国

後
、
ア
ッ
プ
ル
か
ら
採
用
オ
フ
ァ

ー
を
得
た
も
の
の
、
「
働
く
前
に

も
う
一
度
」
と
の
思
い
で
奨
学
金

を
得
て
九
州
大
に
留
学
し
た
。

　
知
り
合
っ
た
居
酒
屋
店
主
が
糸

島
に
陶
芸
工
房
を
持
っ
て
い
た
。

週
３
度
通
い
作
陶
に
没
頭
。
１
年

で
２
０
０
点
を
焼
い
た
。
「
日
本

を
離
れ
る
直
前
に
個
展
を
開
い

て
、
全
て
売
っ
払
い
ま
し
た
」

　
吹
っ
切
れ
た
ウ
ェ
バ
ー
は

年

に
ア
ッ
プ
ル
に
入
社
。
株
価
は
１

㌦
台
で
低
迷
し
「
社
の
歴
史
の
ほ

ぼ
ど
ん
底
」
。
だ
が
そ
の
分
「
な

ん
で
も
で
き
そ
う
」
。
直
感
は
的

中
し
、
入
社
す
ぐ
携
帯
音
楽
プ
レ

ー
ヤ
ー「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
　
ｎ
ａ
ｎ
ｏ
」

の
チ
ー
ム
に
初
期
メ
ン
バ
ー
と
し

て
配
属
。
ど
う
組
み
立
て
れ
ば
最

も
薄
く
で
き
る
か
、
機
構
設
計
か

ら
素
材
選
択
ま
で
考
え
抜
い
た
。

　
５
年
ほ
ど
た
ち
、
日
本
で
働
き

た
い
と
の
思
い
が
再
燃
す
る
。
そ

こ
で
日
本
の
中
小
企
業
に
眠
る
技

術
を
掘
り
起
こ
し
、
ア
ッ
プ
ル
製

品
の
開
発
に
役
立
て
る
こ
と
を
提

案
。
「
日
本
語
で
技
術
が
話
せ
る

の
は
自
分
だ
け
」と
手
を
挙
げ
た
。

年
残
る
機
械
　

糸
島
か
ら
世
界
へ

　
素
材
で
も
加
工
手
法
で
も
、
展

示
会
や
カ
タ
ロ
グ
で
気
に
な
っ
た

企
業
に
は
片
っ
端
か
ら
電
話
を
か

け
、全
国
の
工
場
を
訪
ね
歩
い
た
。

確
信
し
た
の
は
「
油
く
さ
い
と
こ

ろ
に
入
っ
て
い
か
な
い
と
、
信
頼

さ
れ
な
い
し
ビ
ジ
ネ
ス
も
で
き
な

い
」
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
も
採

用
さ
れ
て
い
る
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー

に
指
紋
を
付
き
に
く
く
す
る
技
術

の
開
発
な
ど
成
果
を
上
げ
た
。

　
同
時
に
ア
ッ
プ
ル
に
対
す
る

「
満
腹
感
」
も
感
じ
て
い
た
。
転

換
点
と
振
り
返
る
の
は

年
、「
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
」
の
発
売
。
「
規
模

が
と
て
つ
も
な
く
で
か
く
な
り
、

自
分
の
会
社
じ
ゃ
な
い
感
じ
が
し

た
」
。
株
価
は
１
０
０
㌦
を
超
え

時
価
総
額
は
最
大
に
。
「
製
品
を

ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
中
国
工
場
の
想

像
を
絶
す
る
現
場
」
も
目
の
当
た

り
に
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

よ
う
に
数
年
で
寿
命
が
く
る
も
の

で
は
な
く
、
子
孫
代
々
が
使
え
る

製
品
を
つ
く
り
た
い
―
―
。

　
人
間
の
味
覚
は
変
わ
ら
ず
、
半

世
紀
た
っ
て
も
「
お
い
し
い
も
の

は
お
い
し
い
」
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
生
か
し
て

年
後
も
古
び
な
い

も
の
が
つ
く
れ
る
。「
機
械
と
食
」

に
可
能
性
を
感
じ
、

年
に
「
リ

ン
・
ウ
ェ
バ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
共
同
創
業
。
か
つ
て
通
い

つ
め
た
糸
島
に
居
を
構
え
た
。

　
生
産
委
託
工
場
の
あ
る
台
北
に

は
、
糸
島
を
朝
出
れ
ば
昼
前
に
着

け
る
。
だ
が
「
い
つ
か
は
糸
島
に

工
場
を
つ
く
っ
て
人
も
雇
い
た
い

ん
で
す
」
。
モ
ノ
づ
く
り
大
国
の

復
活
を
願
い
、
今
日
も
ウ
ェ
バ
ー

は
「
油
く
さ
い
と
こ
ろ
」
を
訪
ね

歩
い
て
い
る
。

文
中
敬
称
略

西
部
支
社
　
今
堀
祥
和

写
真
　
塩
山
賢

　
世
界
中
の
バ
リ
ス
タ
が
ほ
れ

込
む
コ
ー
ヒ
ー
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー

（
豆
ひ
き
）
が
福
岡
県
糸
島
市

の
山
奥
で
設
計
・
開
発
さ
れ
て

い
る
。米
ア
ッ
プ
ル
を
や
め「
第

２
の
母
国
」
日
本
で
起
業
し
た

米
国
人
デ
ザ
イ
ン
エ
ン
ジ
ニ

ア
、ダ
グ
ラ
ス
・
ウ
ェ
バ
ー（

）

は
、
衰
退
す
る
「
モ
ノ
づ
く
り

大
国
」
に
新
風
を
吹
き
込
も
う

と
奮
闘
し
て
い
る
。

　
Ｄｏｕｇｌａｓ　
Ｗ
ｅｂｅｒ
　
１
９
７
９

年
（
昭

年
）
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
出
身
。
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
工

卒
、
米
ア
ッ
プ
ル
入
社
。
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ジ
ア
チ
ー
ム
責
任

者
を
務
め
た
後
、２
０
１
４
年
独
立
。

日
本
で
リ
ン
・
ウ
ェ
バ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
設
立
。

リ
ン
・
ウ
ェ
バ
ー
・
　
　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
代
表
　

ダ
グ
ラ
ス
　

ウ
ェ
バ
ー
氏

元アップル、コーヒーに挑む


